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みなさんこんにちは。気づかないうちに12⽉に

なっていて2023年も終わろうとしています。

こちらの冬は寒い⽇もありますが浜松と変わら

ないか暖かく過ごしやすい冬です。最近は⾷べ

すぎと運動不⾜を実感して週末の朝⾛りに⾏っ

たりしています。⼼にも体にもよいリフレッシ

ュになります。さて今回は授業について思った

ことと12⽉と⾔えばクリスマス！なのでそれに

ついて書きたいと思います。

私は今学期5つの授業を履修しています。⾔語系は英語と

トルコ語の授業、あとの3つはビジネス学科の授業です。

授業形態は1コマ45分で、授業は2∼4コマ連続で⾏われま

す。1コマ終わるごとに10分間の休憩があるのですが、4

コマ連続で同じ授業だとさすがに疲れます。最後のコマに

なると帰る⼈がいて学⽣がいなくなったり、先⽣が疲れて

しまったりして早く授業が終わることがよくあります。履

修の際驚いたのは、同じ先⽣の同じ授業が週に2、3回ある

ことです。学⽣は⾃分に都合の良い時間の授業を選ぶこと

ができて便利です。しかし、先⽣にとっては同じ授業を週

に2回やらないといけないのでとても⼤変だろうなと思い

ます。調べたところ約8000⼈の学⽣がいるということで

すが1クラス30⼈ほどなので、少⼈数で授業をやる⽅針が

あるのかなと思います。

私がイズミル経済⼤学で授業を受けていて⽇本との違

いに驚いたことがいくつかあります。1つ⽬は先⽣がと

ても元気で積極的だということです。⽇本語と英語の

話し⽅のトーンの違いのせいなのかもしれませんが、

授業に参加しようという気持ちにさせる話し⽅をする

ので授業を真剣に受けることができています。⽇本だ

と居眠りしてしまう学⽣が多くいますが、ここでは寝

てる⼈を⾒たことがありません。これにはとても驚き

ました。2つ⽬は学⽣が先⽣の問いかけに応えたり、授

業中に議論したりすることです。⽇本だと先⽣が質問

したときになかなか答える⼈がいないので受動的な授

業になりがちですが、ここでは⾃分の意⾒をしっかり

⾔える⼈が多いです。他の⼈の意⾒を聞いて⾃分の理

解も深めることができるので楽しいです。他の⼈がど

う思うかを気にしてしまいがちですが、みんな特に⾃

分のことなど気にしていないと気づいたので、次の学

期は質問や議論に参加することを⽬標にしたいです。3

つ⽬は課題についてです。中間テストが終わってから

毎週何か⼩さなクイズやプレゼンテーションがあった

り12⽉は忙しかったなと思います。エッセイやケース

スタディが多く、授業で学んだ理論や知識を⽤いて⾃

分の意⾒を書きます。私は英語で書くのがとても遅い

ので苦戦しています。また年明け早々から期末テスト

があるのでお正⽉にごろごろする暇はありません。

（泣）

12月 Aralık

はじめに

⽇本との違い授業について

全ての授業は教室にある

カメラで録画されていて

授業が終わるとblack

board�という学習サイト

(suacだとmanaba)にア

ップされるので、授業に

来なくても授業を受ける

ことはできます。そのた

めか授業に2コマ⽬から来

たり途中で帰ったりする

⽣徒が多いです。 私の時間割です。一限があるので大学の
近くに住めて本当によかったです。
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イタリア⼈の友達にクリスマスディナーに招待して

もらいました。⾃分の国のクリスマスディナーを持

ち寄りました。(私はワインと折り紙のサンタを作

っていきました笑）イタリアのパスタwith�本場の

パルメザンチーズ、ポーランドのピエロギ、キルギ

スのピラフ、チェコのポテトサラダ、ポルトガルの

エッグタルトなどいろんな国の料理がありどれもお

いしすぎました。トルコにいますがヨーロッパのク

リスマスディナーを体験できてとても楽しかったで

す。みんなが帰ってしまう前にもう少し会話に⼊れ

るようになりたいです。

今までで2回乗っていたバスが事故を起こしました。⼀回⽬は前

に⽌まっていた⾞にぶつかって⾞の後ろとバスの前のガラスが

割れていました。衝撃を感じましたが誰もけががなくてよかっ

たです。そのバスは運⾏できないので途中で降ろされ⽬的地ま

で歩きました。電⾞や船は⽇本と変わらないと思いますが、バ

スと⾞は信じられないくらい運転が荒いです。たくさん⼈が乗

っているし、⾞がギリギリなのに物怖じせずアクセルを踏むの

はすごいなと思います。バスを乗るときには座るか⼿すりを持

つようにしましょう。歩⾏者も信号を守りません。何度かひか

れそうになりましたが、今は順応しています。事故に遭わない

ように気を付けて⽣活します。

今⽉も楽しかった！という気持ちを持てています。⼤変

なことがあってもそれを乗り越れたんだという事実を⾃

信にしてへこまないようにしています。⽇本にいると気

づけないことに気づいて学びを得たり、違う国の⼈とそ

の国の⼈としてでなく個⼈として関係を築くことができ

てうれしいです。来年からも気持ちを切り替えて悔いの

ないように過ごします。

今⽉はなんと⾺です。住んで

いる町の商店街で⾒つけまし

た。レモンやブロッコリーの

野菜の台⾞を引いて売ってい

ました。近くに⾺がいるとは

思っていなかったので驚きま

した。

感想・反省
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今 ⽉ の 動 物
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交通事情

12⽉24⽇は家で私たちとスロバキア

の友達でパーティーをしました。カ

チューシャを付けたり部屋を飾った

りプレゼント交換をしたりディナー

を作ったりとても楽しいクリスマス

でした。トルコでは⽇本と同じくク

リスマスよりもニューイヤーの⽅が

⼤事だということと宗教が違うとい

うことで盛⼤にクリスマスはやりま

せんが⼤きなツリーがあったりと気

分が上がりました。トルコではクリ

スマス⽤品をニューイヤーに飾るら

しいですよ。

←ナザール・ボンジュウ
は目玉をモチーフにした
トルコのお守りで、他の
人の嫉妬から自分を守っ
てくれます。

Seneye görüşürüz!は年末
に使われるトルコ語のジョ
ークで、また来年という意
味です。友達が教えてくれ
たのでトルコ人の友達に言
ってみようと思います。笑
では、

Seneye görüşürüz!


